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顎 口 腔 領 域 に お け るRU28965の 使 用 経 験

中 川 洋 一 ・浅 田洸 一 ・石 橋 克禮

鶴見大学歯学部 第二 口腔外科学教蜜

新 しいマ クロライ ド系抗生物 質RU28965を 急性 歯性感 染症12例 に使用 し,そ の臨床効果 および有

用性 を検討 し以下の結果 を得 た。

疾患 の内訳は歯周組織炎6例,顎 炎6例 で,1日 投 与量は歯周組織炎の うち5例 が200mg,残 り1

例お よび顎炎全例が300mgで あ った。歯科口腔外科領域の抗生物質効果判定基準に従 った評点比 に

よる判定 を投与3日 後に10例 について行ない,歯 周組織 炎5例 中4例 が有効,顎 炎5例 中著効1例 を

含む4例 が有効であ り。 合計で80%の 有効率であ った。

閉塞膿瘍 か らの細 菌検査で,嫌 気性,通 性 の連鎖球菌 を多 く検出 したが,α-Streptococcus1株 を除

く殆 どの菌株が本剤に対 して感受性 を認め た。

副作 用は臨床 的にはその発現 を認めなか った。 臨床検査 で,1日200mg投 与の1例 においてGPT

の軽度上昇 を認めた。

顎 口腔領域歯性 感染症 においては,歯 周組織炎な ど軽度感染症には1日 量200mg,顎 炎などの うち

中等 度感染症には1日 量300mg投 与 で臨床効果 が期待で きる もの と思 われ,本 剤の有用性が示唆 さ

れた。

新 しいマ クロラ イ ド系抗生 物質RU28965(日 本 ルセ

ル株式会社)を 急性歯性 感染症に使 用 し,そ の臨床効果

お よび有用性 を検討 したので報告する。

1.対 象および方法

対 象は当科 を受診 した歯性感染症 の12例 で,年 齢 は27

歳か ら76歳,性 別は男10例,女2例 であった。疾患 の内

訳は歯周組織炎(第I群)6例,顎 炎(第III群)6例 であっ

た。投 与方法 は100mg錠 または150mg錠 を朝 ・夕食前

30分 に経 口投与 した。1日 投与量 は第1群 中5例 が200

mg,第1群1例,第 皿群6例 が300mgで あ った。効果

判定 は歯科 口腔外科領域の抗生物質効果判定基準 に従 っ

た評点比 による判定(著 効,有 効,無 効の3段 階)と,主

治 医の主観 による判定(著 効,有 効,や や有効,無 効の

4段 階)を 行な った。評点比 による判定は投与3日 後に

行 ない,投 与3日 目の評点 を投与開始 日の評点で除 した

評点比 を,≦0.3著 効,0.3～0.7有 効,≧0.7無 効 と判定

した。

細菌検査は膿瘍形成 した症例 の閉塞膿瘍 よ り穿刺吸引

に よ り採取 し,東 京総合臨床検査セ ンター研究部(出 口

浩一部長)に おいて分離 ・同定 し,日 本化学療 法学会標

準法にて最少発育阻止濃度(MIC)を 測定 した。

II.使 用 成 績

各症例の性別,年 齢,体 重,疾 患,病 期,投 与量,投

与 期間,治 療 成績 をTable1に 示す。症 例4はH2受 容

体拮抗剤 を使用 していたため,評 点比および主治医によ

る効果判定か らは除外 し,症 例7は3日 圏に来院せず,

評点比判定 を行 ない得 なかった。疾患別臨床効果(Table

2)は,評 点比判定は第I群 では5例 中4例 が有効,第III

群で は5例 中著効1例 を含む4例 が有効であ り,合 計で

80%の 有効率であった。主治医判定では第1群 の5例 が

有効で,第III群 の5例 が有効,1例 がやや有効であった。

1日 投 与量別臨床効果(Table3)は 重症度に応 じて投与

量 が異 な ったため,第1群 で200mg投 与例が多 くを占

め,第III群 全例 が300mg投 与例 とな った。評点比によ

る判定 では300mg投 与群 のほ うが有効率が高 く,主 治

医判定では200mg投 与群が有効率が高 い傾向であった。

副作用は投与期 間中お よび投与終了後 において,臨 床

的 にはその発 現 を認め なか った。臨床検査で,1日200

mg投 与の1例(Case1)に おいてS-GPTの 軽度上昇 を認

めた(Table4)。

閉塞膿 瘍か らの細 菌検査で,嫌 気性,通 性 のStrepto-

coccusを 多 く検 出 したが,α-Streptococcus1株 を除 く殆

どの菌株が本剤 に対 して感受性 を認めた(Tabie5)。

III.考 察および まとめ

顎 口腔領域の化膿性炎症巣か らはStreptococcusの検出

率が 高 く,嫌 気性 菌 との混 合感染が多 い1.2)。それ ら化

膿性炎 に対 して β-ラクタム系抗生物 質が第一選択薬と

して用い られることが多いが,マ クロライ ド系薬剤の歯

性感染症 よ りの検出菌 に対す る抗菌性 は,β-ラ クタム
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系薬剤 と同等 以上に高い1)。本検索 で,閉 鎖膿 瘍 よ りの

検出菌に対 してマ クロ ライ ド系 薬剤 はABPCよ りやや

高いMICで あ る ものの,比 較 的良好 な抗菌性 を示 し,

RU 28965は エ リス ロマ イシ ン(EM),ジ ョサ マ イシ ン

(JM)と ほぼ同等 の値で あ った。マ クロラ イ ド系薬剤 は

一般に,経 口投与後の吸収お よび血 中濃度が低い ことが

共通 して いる3,4)。しか し,RU 28965は 吸収が良 く,血

中濃度,組 織内濃度が高 い とされ5),本 使用経験 で も良

好 な臨床効果が得 られたことは,病 変部での細菌に対 す

る有効 な組織 内濃度が得 られている ものと考 えられた。

副作 用は投与 終了時の臨床検 査 にお いて,GPTの 軽

度の上昇 を認める ものが1例 あ った。服用終了後の経過

Table 1 Summary of cases treated with RU 28965

* Phase 1: Progressive

2: Stationary

3: Remissive

Table 2 Clinical effect by disease

* Efficacy rate: (•…0.3)+(0.3•`0.7)/

(No. of cases)
•~100

** Efficacy rate: ( Excellent)+(Good

)/(No. of cases)
•~100
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Table 3 Clinical effect by daily dose

* Efficacy rate: (•…0.3)+(0.3•`0.7)/

(No. of cases)
•~100

** Efficacy rate: ( Excellent)+(Good)/

(No. of cases)
•~ 100

Table 4 Laboratory findings

* B: Before treatment
A: After treatment

NT: Not tested

Table 5 MICs of RU 28965 and other antibiotics against clinical isolates
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観察中に再検査 を行な っていないため明確ではない もの

の,薬 剤 との関連があ るか もしれないと思われた。臨床

的には副作用の発現は認めなかった。マ クロライ ド系抗

生物質は肝障害が問題 となることがあるが3,4),本剤投与

に際 しても充分 な経過観察 は必 要 と思 われる。

顎口腔領域歯性感染症においては,歯 周組織炎な ど軽

度感染症には1日 量200mg,顎 炎な どの うち中等度感染

症には1日 量300mg投 与で臨床効 果が期待で きる もの

と思われ,本 剤の有用性が示唆 された。
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RU 28965 IN THE STOMATOGNATHIC REGION

YOICHI NAKAGAWA, KOICHI ASADA and KATSUNORI ISHIBASHI
Second Department of Oral and Maxillofacial Surgery, School of Dental Medicine, Tsurumi University

We gave RU 28965, a new macrolide antibiotic, to 12 patients with acute odontogenic infection, and studied its clinical

efficacy and usefulness. The results are reported below.
The diseases consisted of periodontitis 6 and mandibular ostitis 6. The daily dose of RU 28965 was 200 mg in 5 of the

periodontitis cases and 300 mg in all 6 mandibular ostitis cases. The efficacy of RU 28965 was evaluated by the score
ratio method in accordance with the criteria for evaluation of antibiotic efficacy in oral infections. Ten cases were evalu-

ated after 3 days of administration. The regimen was rated as effective in 4 of the 5 periodontitis cases and in 4 of the 5

gnathitis cases, including one markedly effective case. Thus the overall efficacy rate was 80%.
Bacteriological tests on obstructive abscesses detected many anaerobic and facultative streptococci. Excluding one

strain of a- streptococcus, almost all the isolates showed sensitivity to RU 28965.

Clinically, no adverse effects were observed. In the laboratory tests, a slight increase in GPT was recorded in one pa-
tient given a daily dose of 200 mg. We consider a daily dose of 200 mg of RU 28965 to be effective against mild infections
such as periodontitis, and 300 mg daily against moderate infections such as mandibular ostitis.

The present study indicated that RU 28965 is useful for the treatment of these diseases.


